
 

 

 

５８名の新入生を迎えました～令和７年度入学式～ 

令和７年４月８日（火）、第３７回令和７年度養父中学校入学式を挙行し、

５８名の新入生を迎えました。どの生徒もキリッと引き締まった表情をしてお

り、これから始まる中学校生活に対する強い意欲を感じさせました。本校２８

名の教職員と１１３名の２・３年生は、力を合わせて新入生の中学校生活のス

タートをサポートする決意でいるのと同時に、新入生が１日も早く“真の中学

生”になってくれることを心から期待しています。５８名の新入生の皆さん、

養父中学校への入学おめでとうございます！これから一緒に頑張りましょう。 

令和７年度入学式式辞 

５８名の新入生の皆さん、入学おめでとう。皆さんの引き締まった表情から

は、中学校生活に対する強い意欲が伝わってきます。さあ、皆さんは、今日か

ら養父中学校の一員。そこで、私から養父中学校誕生のルーツやこの学校の校

訓について話をしようと思います。 

養父中学校は、平成元年度、つまり、今から３６年前に旧養父中学校と旧広

谷中学校と旧建屋中学校の３校が統合して誕生しました。まず旧養父中学校で

すが、現在の養父小学校と同じ敷地内にありました。また旧広谷中学校は現在

の広谷駐在所のある場所、つまり、新しく住宅地になっている場所にありまし

た。そして旧建屋中学校ですが、現在の建屋小学校の建っている場所にありま

した。いずれの学校も木のぬくもりを感じる優しい雰囲気の校舎であったこと

に加えて、そこで学ぶ生徒一人ひとりの力強さを感じさせる素晴らしい学校で

あったことを記憶しています。そして、その校風は今の養父中学校に連綿と受

け継がれていると私は思っています。 

次にこの養父中学校の校訓についてです。 

まずは「自立」。「自立」とは、自分の力で独り立ちすることを意味した言葉

です。とは言っても皆さんはまだ中学生になったばかり。将来的に独り立ちす

るための基礎を養う場所が中学校なのだと考えてくれたら良いのではないか

と思います。 

続いて「協同」です。これは、みんなで力を合わせて何かを行うことを意味

した言葉です。たとえ一人の力は小さくても、みんなが手を取り合えば、たい

へん大きな力となります。ふだんの学習をはじめ、生徒会活動や各種行事の際

に、この「協同」という言葉を思い出しながら頑張りましょう。 

最後に「創造」です。「創造」とは、何かを創り出すこと、つまり、今までに

なかったものを、頭を使って新しく生み出すことを意味した言葉です。どうか

この「創造」という言葉を胸に抱き、皆さんの力で、また新しい養父中学校の伝統を創っていってほしいと思いま

 養父市立養父中学校 学校だより 
（令和７年４月１１日） 第２号 

校訓  「自立  協同  創造」 
校是  「生きるとは 分かちあうこと」 須留が峰 

 

学校教育目標「しなやかな強さをもち 協働的・創造的に活動できる生徒の育成」 

 



す。 

保護者の皆様、お子様のご入学、まことにおめでとうございます。これから

大切なお子様を、この養父中学校でお預かりします。きっと、学習面、生活面

ともに、ご心配は尽きないとは思いますが、何かお悩みの際にはご相談くださ

い。 

かつて成人年齢は２０歳でしたが、今では１８歳です。ということは、子ど

もたちの中学校生活が持つ意味というのは以前にも増して大きなものになっ

ていると認識する必要があります。保護者の皆様におかれましては、成人した

時のお子様の姿を常に思い描きながら、間違いについてははっきりと正し、良

いことについてはしっかりと褒め、養父、但馬、兵庫、そして、日本の将来を

担うたくましい「大人」を、私たち養父中学校の教職員とともに育ててまいり

ましょう。どうぞ、よろしくお願いいたします。 

ご多用の中、ご臨席を賜りました養父市教育長 米田規子 様 にお礼を申

し上げます。今年度も養父中学校の生徒のために教職員一丸となって邁進する

ことをここにお約束申し上げます。 

大徳山から吹き下ろす爽やかな風が、大屋川の水面の輝きが、この養父中学校のさらなる成長を強く予感させま

す。新入生の皆さんの中学校生活が、素晴らしいものになることを心から祈念し、式辞といたします。 

令和７年４月８日  養父市立養父中学校長 岩淺克友希 

 

令和７年度養父中学校生徒数・学級数 
  今年度は全校生徒１７１名（４月９日現在）でスタートです。「須留が峰」第１号

でもお伝えしましたように、「しなやかな強さをもち 協働的・創造的に活動できる

生徒の育成」を養父中学校の学校教育目標に定めるとともに、本校では、校訓「自

立 協同 創造」、校是「生きるとは分かちあうこと」を合言葉に頑張ります。また、

養父中学校区小中一貫教育目標として、「ふるさととつながり、仲間とともに“在り

たい未来”を創造する児童生徒の育成」も設定しています。 

養父中学校の生徒及び教職員への温かいご支援・ご協力をなにとぞよろしくお

願い申し上げます。 

 通常の学級 特別支援学級（けやき、くすのき）      

    計 男 子 女 子 学級数 学習室１ 学習室２ 

１ 年 ３１ ２４ ２ ２ １ ５８ 

２ 年 ３０ ２３ ２ ３ ０ ５６ 

３ 年 ３１ ２３ ２ ２ １ ５７ 

計 ９２ ７０ ６ ７ ２ １７１ 

養父中学校ホームページを是非ご覧ください 
養父中学校ホームページの更新に力を入れています。養父中学校の生徒や教職員の活動の様子、またその頑張り

の様子、さらには普段のなにげない光景などを写真と文章で紹介させていただこうと考えていますので、是非こま

めにチェックしていただければ幸いです。皆さんにご覧いただくことは、たいへん励みになりますので・・・（笑） 

■養父中学校ＨＰアドレス http://yabuboard.ed.jp/yabu-jhs/ 


